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昨年12月から準備を始め、北部RTCであるJ-CAPTAと共同制作を進めてきた『Strategies for Free Children』日本語訳が遂に完成しました。原本の著作権を持つICAPにおいて、原題が『New Strategies for Free Children』から『Strategies for Free Children』に変わり、内容も改訂されたことから、両RTCで新たに制作したものです。CCJ、J-CAPTAで監修を分担し、共同発行しました。
　CAPスペシャリストにとってのベースとなる理念や考え方が分かり易くまとめられ、最新のICAPの取り組みも盛り込まれています。さらにICAPの教職員ワークショップ、保護者ワークショップのシナリオをはじめ、CAPプログラムの評価研究も新しいものが掲載されています。
（子どもワークショップのシナリオについては、「子どもワークショップ実施ガイド　小学生版」があるため掲載していません。）
一般販売され、CAPの普及に大きな役割を果たした『「ノー」をいえる子どもに』とは趣きも違い、A4サイズ166ページになり、CAPスペシャリストのための「CAPプロジェクトファシリテーターマニュアル」として新たに生まれ変わった『Strategies for Free Children』。2011年度のCAPスペシャリスト養成講座（実践編）から使用を始めました。
　頒布価格は1,500円（税込み、別途送料が必要になります）。一般販売は行なわず、RTCがそれぞれのエリアで頒布を行ない、CAPスペシャリストだけが手にすることができるものです。
　CCJエリアのグループに所属しているCAPスペシャリストの方は、グループを通じての頒布となります。お手数ですがグループを通じてお申し込み、お支払いをお願いします。各研修会場での頒布も行ないます。

ぜひ、皆さんのお手元に置いてご活用ください。
目次から主なものをご紹介します。





第7章　子どもに応える

第8章　ＣＡＰプログラムに対する評価

第9章 ＣＡＰファシリテーターの責任と制約

付録Ａ おとなワークショップの配布資料

付録Ｂ ＣＡＰプログラムを実施する際の参考資料

付録Ｃ カリキュラム検討フォーマット
盛りだくさんの166ページ！皆さんのお手元にぜひ1冊！！
申込日　　　年　　　月　　　日

『Strategies for Free Children』日本語訳　申込書
グループ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送付先　〒

　　　　　　　　　　TEL　（　　　　　）　　　　－
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合計冊数

　　　　　　　　　　冊

※事務局、あるいは担当者の方へ

お申し込み・ご入金に際してお手数をおかけしますが、どうぞよろしくお願いいたします。
　送付先にお送りする際、必要ですので必ず郵便番号と郵送先のお名前、お電話番号をご記入ください。
　送付の際に送料を含めた請求書を同封いたしますのでご入金をお願いいたします。

　ご不明の点については、CAPセンター・JAPAN事務局までお問い合わせください。

ＦＡＸ　０７９８－５７－４１２２  ／Ｅ‐Ｍａｉｌ　info@cap-j.net

ＣＡＰの歴史


　　ＣＡＰの誕生


　　アメリカ国内での広まり


　　国際的ＣＡＰへの発展


　　将来のＣＡＰ





はじめに


　　暴力社会の中の子どもたち


　　暴力と社会正義


　　ＣＡＰで活動すること


　　ＣＡＰマニュアルの構成


　　　「犠牲者」対「サバイバー」


　　　教育の継続





子ども虐待・概観


　　はじめに


　　　　秘密


　　　　多様性を認める


　　　　子どもの立場


　　子ども虐待の定義


　　　　身体的虐待


　　　　性的虐待


　　　　近親かん（インセスト）


　　　　子どもを責める／母親を責める


　　　　ネグレクト


　　　　心理的虐待


　　　　儀礼的虐待


　　　　　儀礼的虐待の事例


　　　　代理ミュンヒハウゼン症候群


　　　　子どもから子どもへの暴力


　　虐待のもたらすもの


　　防止の必要性








被害からエンパワメントへ


　　はじめに


　　　エンパワメント


　　　多文化主義


　　レイプについての神話


　　ＣＡＰの発展とエンパワメント理論


　　レイプ防止の方法


　　　従来の理論


　　　フェミニスト理論とエンパワメント


　　子どもへの暴力防止の戦略


　　　知識


　　　エンパワメント


　　　援助








子どもワークショップ


　　はじめに


　　発達段階


　　ワークショップのファシリテーターを選ぶ


　　　ファシリテーターの条件


　　　多様性


　　10年の成果


　　女性と男性がともに活動すること


　　カリキュラム


　　子どもワークショップの見学


　　　幼児期の子ども向けの変更


　　カリキュラムの書き換え


　　学年別カリキュラムの目標


　　子どもワークショップの準備








おとなワークショップ


　　はじめに


　　親の参加


　　教職員プログラム


　　地域啓発教育


　　計画とプログラムの内容


　　　おとなワークショップに必要な準備物


　　　おとなワークショップに共通な内容


　　おとなワークショップの秘訣


　　　防止における保護者の役割


　　　地域コミュニティのために活動する


　　　家庭内での防止行動


　　教職員ワークショップのシナリオ


　　保護者ワークショップのシナリオ


　　おとなワークショップでよくある質問








